
コンテンツの空間的局所性を考慮した
Anycast CDNの配信サーバ選択法

1. 研究背景

■ CDNのキャッシュサーバ選択法の分類

⮚DNS-based CDN

⮚Anicast-based CDN（新興CDNはこの方式）

■ Anycast-based CDN

⮚複数のCSに同一のIPアドレスを付与

⮚Anycast IPルーティングを用いて，候補CSの中から１つの
CSに要求パケットを転送

⮚ 既存のAnycast CDNは，規制を要因とするものを除き，
すべての要求に対して同一のCSセットを回答

2. 空間的局所性

4. 提案手法

3. Microsoft CDN

ユーザ端末 キャッシュサーバ

オリジン
サーバ

Akamai等のCDN事業
者がネットワーク上
に多数のキャッシュ
サーバを設置

ユーザに近い
キャッシュか
ら配信して遅
延時間を短縮

■ CDN(content delivery network)

⮚ キャッシュ装置に，データのコピーを保存（キャッシュ）

⮚ HTTPリクエストに対し，ユーザに近いキャッシュサーバから
Webオブジェクトを配信することで，配信遅延時間を短縮

本研究の目的
⮚ コンテンツの人気の空間的局所性を考慮したAnycast配信

の実現

■ YouTubeビデオの最頻度地の平均視聴集中度

Vi: 動画iの総視聴数
vik: 動画iの地域kの

視聴数

Fi: 視聴集中度
vik の最大値のVi

に対する比率

空間的局所性: ローカルな人気度 ≠ グローバルな人気度

AS

■ Anycastを用いたCDN

⮚ 100以上のWebサイトから10億人以上のユーザにWebコンテ
ンツを配信

⮚ リング: 複数の同一IPアドレスが付与されたキャッシュサーバ
から構成されたAnycastグループ ⇒ 各ユーザの国の法規上，
アクセスできるコンテンツを限定する必要があり，ユーザごと
にアクセス可能なリングを限定

■ 複数のリングを運営:

⮚ 配信要求ユーザの拠点に配信可能なリングの中から，構成
キャッシュ数が最大のリングを選択

Rの後の数字は
構成キャッシュ数

5. 今後の予定


